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令和２年度における読書活動推進施策の概要について

総合政策課

令和２年度は、第２次秋田県読書活動推進基本計画(平成２８～令和２年度)に基づき、

家庭、学校・職場、地域、県民協働といった県民の生活の場に応じた施策を展開したほか、

第２次基本計画を引き継ぐ、第３次基本計画（令和３～７年度）を策定した。

１ 令和２年度の主な取組

（１）家庭における読書活動の推進

○「家族で読書おすすめ５０選 vol.２」のウェブサイトによる情報発信
○県立図書館の図書などの資料の整備と充実（14,988冊）

○ Facebook や公式 Twitter などの SNS 等を活用した情報発信（アクセス数：
県立図書館ＨＰ241,514件、Twitter「あきたブックネット」1,407,319件）

（２）学校・職場における読書活動の推進

○県立図書館から学校図書館への貸出図書セットの更新

（購入2,177冊、貸出19,539冊）

○学校図書館への教育庁専門職員による先進事例の紹介・助言（訪問数18校）

○県立図書館と大学図書館との連携強化（貸出冊数75冊）

（３）地域における読書活動の推進

○県内の著名人による読書啓発動画を制作し、動画配信サイトで配信

○県立図書館から市町村立図書館等への図書貸出（18,865冊）

○「県民読書の日(１１月１日)」を中心とした一定期間に、県や市町村で実施す

る関連イベントを集約し、「秋田県読書フェスタ」として広報（197イベント）

（４）県民協働による読書活動の推進

○県民からの寄贈による「読んだッチ・リレー文庫」を２５か所に配置

（寄贈者41名、寄贈冊数872冊）

○「第７回ふるさと秋田文学賞」を募集し、受賞作４編を収めた作品集を刊行

（応募数132編、刊行部数300部）

○中学生・高校生のビブリオバトル地区大会・県大会の開催

（参加者数：地区大会80名、県大会13名）

（５）第３次秋田県読書活動推進基本計画を策定

基本目標『生涯にわたって読書に親しみ、心豊かに』

○第２次基本計画の柱立てをベースとし、県民のライフステージ等に応じて読書

に親しむ環境や、読書についてのニーズの移り変わりを注視しつつ、生活の様

々な場面で気軽に読書することができる環境の整備を図るため、第３次基本計

画を策定した。
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２ 数値目標の効果測定状況

・達成項目 １８（教育分野 １８）

・未達成項目 ２６（教育分野 ２３、県民意識関連 ３）

※上記のほかに、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントの中止等に

より効果測定ができなかった項目や、隔年調査のため測定しなかった項目がある。

（計２０項目）

３ 未達成項目に関する第３次基本計画期間中の主な取組

・「週３時間以上又は１日３０分以上読書をする人の割合」については、目標の７０％

に対して令和２年度は４４．２％にとどまっていることから、第３次基本計画では、

この指標を引き続き代表指標の一つとして設定し、乳幼児期から高齢者まで世代別の

取組を展開し、生涯にわたって読書に親しめるよう取り組んでいく。

・「リサイクル文庫の設置数」については、年間目標の８０施設に対して令和２年度は

２５施設にとどまっていることから、第３次基本計画では、これまでの推移などを踏

まえ、令和元年度までの設置先の累計約８５０か所を令和７年度までに１，０５０か

所とする目標数値を設定し、関係機関と連携した取組を進めていく。

＜参考＞第３次基本計画の主な指標等

【代表指標】

○各世代を通じて「読書は好きだ」と答える県民の割合 目標：80％以上

○各世代を通じて１日平均３０分以上読書をしている県民の割合 目標：70％以上

【目標数値】(抜粋）

①家庭における読書活動の推進

県立図書館の年間個人貸出冊数 Ｒ元実績 361,658冊 → Ｒ７目標 40万冊

②学校における読書活動の推進

１か月に１回以上学校図書館を利用する高校生の割合

Ｒ２実績 20.1％ → Ｒ７目標 40.0％

③地域・職場における読書活動の推進

市町村立図書館等の年間個人貸出冊数 Ｒ元実績 2,371,796冊→Ｒ７目標 250万冊

④関係機関等との協働による読書活動の推進

秋田県点字図書館の図書の製作数 Ｒ元実績 294ﾀｲﾄﾙ → Ｒ７目標 350ﾀｲﾄﾙ
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